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成 果 

 

 

 

令和７年度 

特 色

●近隣高校を有効な「教育資源」と捉え、連携することで特色ある充 
実した体験活動になった。環境整備や農業の技術面において、小学 
校の教員ではできない部分を、専門性の高い高校の先生方の指導助 
言により、実現化することができた。 

●畝づくり～種蒔き～間引き～収穫、一連の流れを「筑坂生」と 
南小から歩いていける距離にある筑波大学附属坂戸高校の生徒に教
わりながら、本校２年生児童が生活科の学習の中で、一連の「大根収
穫体験」を行っている。本校児童が積極的に高校生に教わり、体験や
交流を通して学びを深めている。担当学年教諭と高校担当教諭の連携
のもと実施しており、収穫した大根は、自校給食である点を活かし、
給食の献立に合わせて数回使用し全校でおいしくいただいた。 
 

第 2 学年 生活科 

●「高校生が紙芝居で教えてくれたので、大根が育つまでのことがよく分かった。」 
●「お兄さんお姉さんに教わった方法で育てたら、大きい大根になって驚いた。」 
●「高校生と一緒に作った大根を一緒に食べられて嬉しかったし、美味しかった。」 
 
 


